理-05-国-高専-問-04

 eq \o\ac(□,４)
1900年代の初め，アメリカのアリゾナ州のある草原には，約4000頭のシカと多数のピューマなどの肉食獣が生きていた。1907年から，シカを保護して増やす目的で，ピューマなどの肉食獣の狩りを始めた。図１は，1905年からのシカの数の変化を表したものである。図２は，この地域の食物連鎖全体の数量関係を模式的に表したものである。次の問１から問３に答えよ。
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問１
シカは，図２のＡ，Ｂ，Ｃのうちのどこに入るか。記号で答えよ。

問２
図１のように，1925年頃からシカの数は急激に減った。次の　　の中は，ピューマなどの肉食獣の狩りを始めてから，シカが急激に減るまでの過程を表している。空欄①から③に当てはまる文を，下のアからカの中からそれぞれ一つずつ選び，その記号を書け。ただし，同じ記号を二度以上使ってはいけない。

	
	
	
	
	
	
	

	
	ピューマなどの肉食獣の狩りを始めた
	→（①）→（②）→（③）→
	シカの
食べ物が
なくなった
	→
	シカが
急激に
減った
	

	
	
	
	
	
	
	


ア
シカが食べられることが減った。
イ
シカが食べられることが増えた。

ウ
草が減った。
エ
草が増えた。

オ
シカが増えた。
カ
シカが減った。

問３
図１から，草の成長を健全に保ったまま，シカの生息できる最大数はどのくらいと考えられるか。次のアからオの中から最も適当なものを選び，その記号を書け。

ア
２万頭
イ
４万頭
ウ
６万頭
エ
８万頭
オ
10万頭
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